
第 17回日独原子力専門家会合 プログラム  

2010年 10月 28日（木）  

於： ベストウェスタンホテルニューシティ弘前 

 

09:00－ 09:20 開会：共同議長挨拶  

（独）共同議長：マンフレッド・ポップ(KIT:ｶｰﾙｽﾙｰｴ工科大) 

（日）共同議長：秋元 勇巳顧問（三菱マテリアル） 

9:20－ 10:50 セッション 1-1: 原子力政策と原子力開発の現状（オーバービュー） 

議長：服部 拓也理事長(JAIF) 

（日）日本の原子力政策について 

資源エネルギー庁 原子力政策課 舟木 健太郎企画官（経産省） 

（独）ドイツの原子力政策を巡る動きと将来展望 

ハルトムット･パンメ (RWEパワー社) 

11:00－12:15 セッション 1-2: ディスカッション 

議長：マンフレッド・ポップ 

（日）コメント：久米 雄二専務理事（電気事業連合会） 

（質疑応答、討論） 

 

13:45－15:30 セッション2-1: バックエンドについて 

（最終処分地に関する動向、次期10年後に向けた解決策への研究動向、科学的調査、広報など） 

ファシリテーター：ハルトムット･パンメ副社長 

（独）ドイツの核燃料サイクル・バックエンド－低・高レベル廃棄物処分場の進捗状況  

ブルーノ・トモウスケ教授（ｱｰﾍﾝ工科大大学） 

（独）WAK再処理施設における高レベル廃棄物のガラス固化について 

グスタフ･ゴンパー副所長（ＫＩＴ） 

（日）日本のバックエンドの研究開発状況 

三代 真彰理事（日本原子力研究開発機構） 

（独）核種分離・変換の技術的、経済的、政治的展望 

ヨアヒム･クネーベル教授（ＫＩＴ） 

（日）核種分離・変換と廃棄物処分に関する見解 

山名 元教授（京都大学 原子炉実験所） 

（質疑応答、討論） 

15:30－17:00 セッション2-2: 耐震設計について 

（2007年柏崎刈羽原子力発電所での地震の影響から学ぶこと、他） 

ファシリテーター：大和愛司副社長（日本原燃） 

（日）柏崎刈羽原子力発電所での地震の経験および日本の耐震設計について 

原子力設備管理部技術統括部 福田俊彦部長（東京電力） 

（独）柏崎刈羽原子力発電所での地震経験の教訓と活用 

（質疑応答、討論） 

17:00－17:15 セッション3：総括セッション 

（独）共同議長：マンフレッド・ポップ(KIT:ｶｰﾙｽﾙｰｴ工科大) 

（日）共同議長：秋元 勇巳顧問（三菱マテリアル） 

17:30－17:50 記者会見 
 


